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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はインスリン様成長因子結合タンパク質（IGFBP）ファミリーのメンバーであり、IGFBPドメインとチログロブリンI型ドメインを持つタンパク質をコードしています。このタンパク質はインスリン様成長因子（IGF）IとIIの両方に結合し、血漿中を循環します。このタンパク質の結合により、IGFの半減期が延長し、細胞表面受容体との相互作用が変化します。[RefSeq提供、2008年7月],機能：IGF結合タンパク質はIGFの半減期を延長し、細胞培養におけるIGFの増殖促進効果を阻害または促進することが示されている。IGFと細胞表面受容体との相互作用を変化させ、細胞遊走を促進します。,PTM：リン酸化；おそらくカゼインキナーゼIIによる。 IGF に対するタンパク質の親和性を変化させます。,類似性: IGFBP N 末端ドメインを 1 つ含みます。,類似性: 甲状腺グロブリン 1 型ドメインを 1 つ含みます。,サブユニット: IGF1 と IGF2 に等しく結合します。,
	研究分野
	シグナル伝達
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	IGFBP1ポリクローナル抗体を用いたMCF7細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

